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労災重度被災者作品展は「リハビリからアートまで」と題し、不慮の事故を被り重度の障害を残しな
がらも、趣味や生きがいを求めて制作された絵画、書、彫刻、陶芸などの作品を一堂に集め展示し、
重度被災労働者の方々の社会参加等の促進に寄与するとともに、労働災害の悲惨さを幅広く知って
いただく機会として、毎年、中央労働災害防止協会が開催する全国産業安全衛生大会に合わせ、皆
様からの賛助金により開催しているところです。
令和５年度の全国産業安全衛生大会は、本年９月に名古屋市でを開催されることとされており、労
災重度被災者作品展も同時期に名古屋市の中心部に所在する「愛知県美術館ギャラリー（愛知芸術
文化センター８階）」で開催することとし、現在その準備を進めております。
「愛知県美術館」の所在する名古屋市栄地区は、名古屋市を代表する繁華街・ビジネス街であり、
繁華街としての規模は中部地方最大かつ国内屈指でありながら、名古屋市の文化の中心としても機
能しており、交通の便も大変良い場所となっています。
賛助会員の皆様におかれましても、全国産業安全衛生大会にご参加の折などには、是非とも作品
展まで足を延ばしていただければ幸いです。
なお、より多くの方に作品を鑑賞していただくために、当財団の公式Ｗｅｂサイトでも作品を公開する
予定としています。

支え支えられ
賛助会員の皆様と財団を結ぶ機関誌です賛助会員の皆様と財団を結ぶ機関誌です

労災サポートセンター通信

賛助会員の皆様におかれましては、平素から「一般財団法人労災サポートセンター」の事業運営
につきまして、格別のご高配を賜り厚く御礼申し上げます。
本号では、皆様からの賛助金により実施を予定しております、労災重度被災者作品展、産業殉職

者合祀慰霊式への招聘事業などの賛助事業内容のご案内等について、また、全国８か所に設置され
ている労災特別介護施設の入居者の方々の近況等を掲載しております。
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（１）開催期間
令和５年９月26日（火）から同年10月１日（日）までの６日間

（２）開催場所
名古屋市東区東桜一丁目13番2号
「愛知県美術館ギャラリー展示室G」
（愛知芸術文化センター８階）

（３）アクセス
地下鉄「栄」駅より徒歩5分、名鉄「栄」駅より徒歩3分
（名古屋駅からは電車利用で約10分）

賛助金による支援活動の一環として、労働災害によりお亡くなりになられた方々の御遺族を、独立行
政法人労働者健康安全機構が主催する産業殉職者合祀慰霊式にお招きする事業を行っています。
産業殉職者合祀慰霊式は、産業災害で亡くなられた方々の尊い御霊をこれまでに奉安された方々の

御霊と合祀するとともに、安全な職場環境の実現と労働災害の根絶に向けて努力することを御霊の前
で誓う式典で、毎年秋に開催され今年で52回目となります。

高尾みころも霊堂 礼拝される招聘者の皆様

「令和４年 産業殉職者合祀慰霊式」より

Ⅱ 令和５年 産業殉職者合祀慰霊式への招聘事業
－高尾みころも霊堂―
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本年の産業殉職者合祀慰霊式も、10月25日（水）に東京都八王子市の高尾みころも霊堂において執
り行われる予定となっており、参列を希望される御遺族をお招きすることとしております。

令和５年度も引き続き、①電動車いす、②介護用ベッド、③褥瘡防止用エアーマットを購入された傷病
（補償）年金又は障害（補償）年金の３級以上の重度被災労働者の方に、賛助金により購入費用の１/３
（上限15万円）を助成してまいります（令和４年度は15件の助成を行いました）。

令和５年度も引き続き、重度の視覚障害を被った労災年金受給者の方に、社
会復帰をしていただくため、盲導犬との共同訓練費用を当財団で負担するな
ど、盲導犬の無償貸与事業を行ってまいります。

全国８か所の労災特別介護施設（ケアプラザ）には不慮の労働災害により被災し、重度の障害を負
われた労災年金受給者、約650名の方々が入居されています。
コロナ禍により、様々な行動が制限されるなどしていましたが、そういったなかでも、十分な感染防止
対策をとり、活発に過ごされている入居者の方々の様子を中心に、様々なイベントをご紹介させていた
だきます。

Ⅳ 盲導犬の無償貸与事業

Ⅲ 重度被災労働者に対する
福祉用具の購入支援事業

Ⅴ 労災特別介護施設入居者の方の近況
（「ケア通信」から）
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10月12日（水）、秋の恒例行事である「さんま焼き」を行いました。毎年楽しみにされてい
る方が多く、不漁といわれる年でもなんとか数量を確保し継続しています。
魚を焼く焼き台は、施設の中庭に設置し、ガラス張りのアトリウムから誰もが炭火で焼か

れていく様子を眺めることができるようにしました。
事前情報では「今年のさんまも小ぶりだろう」と言われていましたが、実際に届いた道東産の

さんまはとても立派なものでした。
入居者の方々から「塩加減も丁

度良く、美味しかった」、「いまか
ら来年が楽しみだね」などの声を
いただき、大好評のうちに終了し
ました。

総務課

❶ 「ケアプラザ岩見沢」（北海道労災特別介護施設）

秋の恒例行事「さんま焼き」

寒さが訪れる中、入居者の方 と々職員が共同で２種類のクリスマスリースを製作しました。
一点目は「端切れリース」です。
竹串を使いながら小さくカットした布を、１枚ずつ四角い発泡スチロールのブロックに差

し込みながら、ボンドで貼り付けていきます。
そして、それぞれ出来上がった八つの発泡スチロールのブロックを繋げるとき、強度を出す

ためにはどうしたら良いかなど、皆でアイディアを出し合いながら円形にしました。
二点目は「布で作ったハートのリース」です。各２メートルの赤・緑・白の布を縫い合わせ、

中に綿を詰め三つ編みにしてハートの形にしました。
どちらのリースにも、施設内

にあるヒマラヤ杉の松ぼっくり
を色付けしたものなどを飾りつ
けました。
２種類の巨大なクリスマス

リースのおかげで、クリスマス
ムードが更に盛り上がりとても
華やかな館内となりました。

レク参加者一同

❷ ケアプラザ富谷 （宮城労災特別介護施設）

「クリスマスリース作り」

「端切れリース」 「ハートのリース」
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12月に入り、キラキラとクリスマスイルミネーションが輝く中、年
内最後のイベント「年忘れ会」を開催しました。
先ずは、施設長のこの１年を振り返る挨拶の後、今年入居された

２名の方を代表に、施設長サンタからささやかなクリスマスプレゼ
ントを贈呈（その後、全入居者の方々にも）しました。
続いて、小学生達からのビデオメッセージの上映です。
コロナ禍で近隣小学校やボランティアの方々の参加が出来なく

なって、ここ数年は寂しいイベントが続いていましたが、
スペシャルメニューの夕食を頬張りながら、子供達から
励ましの元気な声を聴き、入居者の方々の笑顔が見ら
れました。
令和5年こそは、マスクの無い笑顔が見える事を期待

してお開きとなりました。
総務課

❹ ケアプラザ瀬戸 （愛知労災特別介護施設）

３月29日（水）、施設敷地内の満開の桜を眺めながら恒例のスタンプラリーを開催しま
した。
施設の屋内外に設置された「玉入れ」「クイズ」「借り物競争」の各ポイントでスタンプを

集めるのがテーマです。
なかでも、最終ポイントの借り物競争では「お題 花びら」だったため、当初は難関ポ
イントで入居者の皆様が苦戦すると思われましたが、当日は風が味方となり、桜吹雪の中
に入ると全身に桜の花びらが着
き、あっという間にクリアされて
いました。
これからも、入居者の皆様が

身体を動かして楽しんでいただ
けるよう、趣向を凝らしたスタ
ンプラリーを企画して参りたい
と思います。

行事実行委員会

❸ ケアプラザ四街道 （千葉労災特別介護施設）

「春のスタンプラリー」

年忘れ会

カゴが近づく玉入れ
あまりにも難問（珍問？）で
ブーイングを受けたクイズ
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入居者の方が毎年楽しみにされているお正月料理ですが、今回は新型コロナウイルス感
染症対策のため残念ながら居室配膳となりました。
元旦はおせち、二日目は鯛飯とふぐカニなど魚貝や春野菜の天ぷら、三日目は天使のエ

ビとムール貝のアクアパッツァと、お正月らしさと豪華さを兼ねた料理としました。
入居者の皆様からは、
「豪華な料理だったね～」
「美味しかったよ！」
とのお声をいただきました。
これからも喜んでいただけるような、季

節の行事に合わせたお食事を創意工夫し、
提供していきたいと思います。

総務課

❺ ケアプラザ堺 （大阪労災特別介護施設）

３月８日（水）に、初参加の方4名を含む10名の入
居者の方々の参加で、ボッチャ大会を開催しました。
試合が始まるまでは穏やかに雑談されていた選手

の皆さんも、組合せ抽選をし、先攻後攻を決めるじゃ
んけんの時には表情も変わり、真剣勝負と言わんばか
りに会場の雰囲気は一変しました。白熱した試合が多
数繰り広げられ、好プレーや珍プレーもあり、驚きの
歓声が多数見られました。
入居されて間もない方にも観戦のお声がけをしたところ、楽しくご覧いただけたようで、

入居者様同士の交流の場にもなったようです。
私はボッチャ大会の行事担当が初めてで、ボッチャをしたことがありませんでしたが、大

会開催準備時に教わりながらやってみたところ面白くて面白くて！
今回副審判を務め、入居者の方々と一緒に楽しむことができました。
これからも様々な行事を企画し、職員一同入居者の方々と一緒に楽しんでいけたらと思

います。
介護課 中川

❻ ケアプラザ呉 （広島労災特別介護施設）

「ボッチャ大会」

「今年のお正月料理」
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３月１日（水）は令和４年度最後の季節行事、ひな祭りレクリエーションを開催しました。
立派なお内裏様とお雛様を眺めながら、職員によるミニコンサートで歌と演奏を聞きなが

ら、午後のひと時をスイーツとコーヒーとともにくつろいで過ごしていただけたかと思います。
令和５年度こそは新型コロナが収束し、屋外での活動や市内へのお出かけも再開できる

ことを願っています。
総務課

❼ ケアプラザ新居浜 （愛媛労災特別介護施設）

ひな祭りレクリエーション

２月15日（水）、施設内で「ボウリング大会」を開催しました。
ボウリングのピンはペットボトルを利用し、ボールはバランスボール、ソフトバレーボール、

ハンドボール等の中から投げやすいものを選んでいただきました。
また、手で投げることができない方には、

車椅子でバランスボールを押したり、手作り
の特設ランプ（傾斜路）を利用したりするこ
とで、ストライクを目指していただきました。
競技は、２チーム対抗で行い、たくさんの

ピンが倒れた時は、大きな歓声が沸き上がる
など、楽しい時間を過ごされていました。
今後も、入居者の方々の笑顔があふれるよう
な行事の実施に努めていきたいと思います。

行事運営委員会

❽ ケアプラザ宇土 （熊本労災特別介護施設）

「チーム対抗！ボウリング大会」
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労災年金支援センター所在地等一覧

労災年金支援センター名 所在地・電話番号 担当区域

労災サポートセンター通信
支え支えられ 第52号

一般財団法人労災サポートセンター

令和5年7月4日発行
発行人 馬杉 則彦

〒102-0073 
東京都千代田区九段北４-１-３ 飛栄九段北ビル１０階
ＴＥＬ 03-6834-2510 ＦＡＸ 03-6834-2530

北海道労災年金支援センター
〒060-0061 北海道札幌市中央区南1条西8-14-3
札幌第2スカイビル6階 北海道

TEL 011-241-8083 FAX 011-241-8084

東北労災年金支援センター
〒980-0014 宮城県仙台市青葉区本町3-5-3 
佐新ビル4階 青森県、岩手県、宮城県

秋田県、山形県、福島県
TEL 022-265-7667 FAX 022-265-7669

関東労災年金支援センター
〒102-0073 東京都千代田区九段北4-1-3 
飛栄九段北ビル10階

茨城県、栃木県、群馬県、埼玉県、
千葉県、東京都、神奈川県、新潟県
山梨県、長野県TEL 03-6834-2640 FAX 03-6834-2545

中部労災年金支援センター
〒460-0003 愛知県名古屋市中区錦2-5-5
八木兵伝馬町ビル8階

富山県、石川県、福井県
岐阜県、静岡県、愛知県
三重県TEL 052-205-7211 FAX 052-205-7212

近畿労災年金支援センター
〒540-6591 大阪府大阪市中央区大手前1-7-31
OMMビル8階

滋賀県、京都府、大阪府
兵庫県、奈良県、和歌山県

TEL 06-4790-1611 FAX 06-4790-1622

中国・四国労災年金支援センター
〒730-0012 広島県広島市中区上八丁堀8-10
クロスタワー4階

鳥取県、島根県、岡山県
広島県、山口県、徳島県
香川県、愛媛県、高知県TEL 082-223-3286 FAX 082-221-1169

九州労災年金支援センター
〒812-0013 福岡県福岡市博多区博多駅東1-10-35
ＣＬＵＢ博多駅東オフィスビル３階３０２号

福岡県、佐賀県、長崎県
熊本県、大分県、宮崎県
鹿児島県、沖縄県TEL 092-472-7161 FAX 092-481-5609

労災特別介護施設所在地等一覧

労災特別介護施設名 所在地 電話番号

北海道労災特別介護施設
（ケアプラザ岩見沢）

〒068-0829
北海道岩見沢市かえで町8-1-1

TEL 0126-25-9001
FAX 0126-22-9470

宮城労災特別介護施設
（ケアプラザ富谷）

〒981-3332
宮城県富谷市明石台4-8-1

TEL 022-772-3311
FAX 022-772-3312

千葉労災特別介護施設
（ケアプラザ四街道）

〒284-0037
千葉県四街道市中台511

TEL 043-433-0120
FAX 043-433-0431

愛知労災特別介護施設
（ケアプラザ瀬戸）

〒489-0989
愛知県瀬戸市山手町294-5

TEL 0561-85-5400
FAX 0561-85-4431

大阪労災特別介護施設
（ケアプラザ堺）

〒590-0137
大阪府堺市南区城山台5-2-1

TEL 072-291-7989
FAX 072-291-7993

広島労災特別介護施設
（ケアプラザ呉）

〒737-0923
広島県呉市神山2-1-15

TEL 0823-34-5577
FAX 0823-30-1888

愛媛労災特別介護施設
（ケアプラザ新居浜）

〒792-0896
愛媛県新居浜市阿島1-3-12

TEL 0897-67-1122
FAX 0897-67-1155

熊本労災特別介護施設
（ケアプラザ宇土）

〒869-0407
熊本県宇土市松原町243

TEL 0964-23-2211
FAX 0964-23-2214




